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調査方法
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①重要課題

重要課題 取組事例 アウトプット（KPI・目標)

豊かな暮らしを実現する
まちづくり

・個別不動産Ａ 居住者の通勤時間調査

・個別不動産Ｂ
会員数（オンライン含む）
イベント開催数

②取組事例

⚫ 国内において不動産事業を行っている企業対象に、各社の重要課題（マテリアリティ）や主な取組概要、KPI・目標
を調査し、以下の表にまとめた。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として調査を実施した。その結果に基づき、各取組から導き出された社会課題を記載す
るとともに、「不動産のS（社会課題）分野における評価分野・評価項目等の整理（素案）」（以下「整理表」）
との対応を確認した。また、評価分野・評価項目においても、対応の確認及び反映を行った。

⚫ KPI・目標のうち「注目KPI」については、アウトプット・アウトカム・インパクトの整理を行う際に、参考とする。

調査対象企業が
統合報告書等で開
示している重要課題
（マテリアリティ）を
記載。

調査対象企業の取組
（個別不動産事例）を
調査。
また、主な取組について

は、詳細内容を紹介。

注目KPI

重要課題に対応した取組とアウトプット

③アウトプット

①や②に関連するKPI
や目標が開示されている
場合は、記載。
参考となるKPIや目標

は「注目KPI」と表示。

社会課題

・地域の魅力向上

・地域社会・コミュニティの
再生

・多様な働き方と生産性向
上の実現

④社会課題

②の取組が対応して
いる社会課題を整理表
より抜粋。

凡例

・地域経済の活性化



事例 東急不動産株式会社①
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出典：CSRレポート2020、統合報告書2021、南町田拠点創出まちづくりプロジェクトHP

重要テーマ
（マテリアリティ）

取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

①多様な人財が活
きる組織風土をつくる

・人権を尊重し、多様な人財が能力を発揮できる組織風
土により、イノベーションを生み出し続ける。
ー強制労働や児童労働に対するデューディリジェンスの

実施

人権配慮をしているサプライチェー
ンの割合100%

・安心安全で快適な生活インフラの構築、共助コミュニティ
の創造により、誰もが幸せを感じられる社会を実現
ー多目的トイレを含めた“いろどりトイレ“の設置

（「LOGI’Q三芳」）

建築物の安心安全対策強化割
合100%（バリアフリー法認定建
築物件率）

②多彩なライフスタイ
ルをつくる

・住まい方・働き方・過ごし方を融合させた「ライフスタイル
創造3.0」を推進し、心身ともに活力ある生活を実現
ー渋谷駅周辺の交通機能・回遊性の向上、サテライト

オフィス・シェアオフィスの整備（「渋谷フクラス」）
ー働く人のモチベーション・生産性の向上につなげる働く

場（「LOGI’Q三芳」）

「ライフスタイル創造3.0」に資する
商品・サービスの件数（100件以
上）

③ウェルビーイングな
街と暮らしをつくる

・安心安全で快適な生活インフラの構築、共助コミュニティ
の創造により、誰もが幸せを感じられる社会を実現
ー多世代交流拠点「コミュニティプラザ」の設置（世田

谷中町プロジェクト）
ー帰宅困難者の受け入れ施設の整備（「渋谷フクラ

ス」）
ー消防庁のガイドラインを上回る消防設備の設置

（「LOGI’Q三芳」）

コミュニティ活性化施策件数
（100件以上）

建築物の安心安全対策強化割
合100%
（災害時滞在スペース確保率、
マンション防災備蓄設置率など）

・多様性・包摂性の実現

・人権への対応

・自然災害への備え

・快適で利便性の高い職場・
生活環境の実現

・移動しやすい環境づくり

・多様な働き方と生産性向上

・地域社会・コミュニティの再生

⚫ 東急不動産ホールディングスは、マテリアリティを掲げ、ライフスタイルやコミュニティ、防災・バリアフリーに関する包括的なKPI
を定めている。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として、交通結節点整備と連携し、帰宅困難者受け入れ機能を有する施設整備や就業
者の多様性やモチベーション・生産性向上につなげる働く場の整備等を行っている。

青字：次ページに詳細を記載
社会課題重要テーマ（マテリアリティ）に対応した取組とアウトプット



事例 東急不動産株式会社②
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出典：統合報告書2020、次世代物流センター「LOGI’Q 三芳」竣工プレスリリース（2020年1月29日）

1階部分にバスターミナルを設置し、歩
行デッキを整備。
渋谷駅周辺の交通機能・回遊性の向
上に寄与。

帰宅困難者の受け入れ施設を整備し、
区の認定を受けている。
地域の防災機能の強化に貢献。

＜渋谷フクラス：渋谷駅周辺の交通機能・回遊性の向上、帰宅困難者の受け入れ施設の整備＞

＜LOGI`Q三芳：多様性に配慮した設備や生産性向上につなげる働く場を整備＞

多目的利用・オール
ジェンダーを意識した
「いろどりトイレ」を整備。

「サステナブル・ロジスティク
ス」×「新しい働き方の提
案」をコンセプトにした物流
施設。

働く人のモチベーション・生産性の向上につなげるため、見晴らしのいい場所に、木
のぬくもりを感じられる家具を配置した働く場を整備。
また、館内に五感に訴える音響空間サービス、ストレスを軽減するオリジナルアロマの
導入なども実施。

取組事例



事例 阪急阪神不動産株式会社①

5出典：Hankyu Hanshin Holdings Integrated Report 2021

⚫ 阪急阪神グループは、不動産事業に関わる重要テーマ（マテリアリティ）も掲げ、防災や豊かなまちづくりに向けた取組に
関する目標値と実績を公表している。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として、起業家支援オフィスの整備及び起業家のマッチング等による支援や、防災機能が高
い不動産の整備等を行っている。

・自然災害への備え

重要テーマ
（マテリアリティ）

取組事例 アウトプット（KPI・目標)

①安全安心の追求

・自然災害への対策を含めた、お客様が安心して利用で
きるようなソフト面・ハード面における各種施策の推進
ー総合的な防災対策の実施（「大阪梅田ツインタワー

ズ・サウス」）

・大阪梅田エリアにおける大型ビルの
BCP対応率

②豊かなまちづくり

・多様なお客様が利用しやすく、多様な働き方に対応で
きる豊かなまちづくりの推進
ー駅直結のショッピングセンター「阪急三番街」等の阪

急梅田駅周辺に梅田エリアの施設情報を、5言語（日
本語・英語・韓国語・中国語（繁体語・簡体語））で
案内できるデジタルサイネージ 『Umeda i』を設置
ー起業家支援オフィス「GVH#5」の開設等

・大阪梅田エリアにおける主要商業施
設の多言語案内対応率

・多様なライフスタイルに 対応した新た
な職住遊の形と安心・安全・快適性
の向上を実現するサービスの導入に向
けたスタートアップ等との協業件数

（参考）
環境保全の推進

・社会的課題の解決への貢献と差別化の推進のため、
エネルギー効率改善等によるCO2排出量削減や、グリー
ンビルディング・環境志向住宅の推進（S分野の内容を
含む）

・オフィス・商業等用途の 大型ビルに
おけるグリーンビルディング等の環境認
証取得率

・地域経済の活性化

・多様性・包摂性の実現

・社会課題全般

青字：次ページに詳細を記載
社会課題重要テーマ（マテリアリティ）に対応した取組とアウトプット



事例 阪急阪神不動産株式会社②

出典：Hankyu Hanshin Holdings Integrated Report 2021、梅田地区エリアマネジメント実践連絡会HP、GVH#5 HP 6

＜起業家支援オフィス「GVH#5」の開設＞

「GVH#5」では、専門家によるサ
ポート、イベントの開催、企業・
団体などのマッチング機会を提供。

関連するKPIとして、「多様なライ
フスタイルに対応したサービスの導
入に向けたスタートアップ等との協
業件数」を設定。

コワーキングスペースを設置し、
協業が生まれやすい空間を整備。

①耐震性能
揺れの低減を実現する
制震構造を採用。
地震時にビルの健全性を
測定する「構造ヘルスモニ
タリングシステム」を導入。
②水源確保
耐震性高架水槽を採用し、
非常時に地下水の利用が
可能（一部）。
③津波対策
重要基幹設備を9F以上、
防災センターを2Fに設置。

テナント向け防火・防災サポー
トとして、実践的な参加型訓練
やビル内の防災設備を紹介す
る防災ツアー等を実施。
また、オフィスフロアにテナント向
け備蓄倉庫を分散配置。

＜大阪梅田ツインタワーズサウス
：総合的な防災対策＞

取組事例



事例 三菱地所株式会社①

7出典：三菱地所株式会社 統合報告書2021、サステナビリティレポート2021、大手町フィナンシャルシティグランキューブHP、ニュースリリース

重要テーマ
（マテリアリティ）

取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

①暮らしの変化と人材の変
化に対応しあらゆる方々が
活躍できるまちづくり

・型枠コンクリートパネルにおいて「持続可能性に配慮し
た調達コード」にある木材（認証材並びに国産材）と同
等の木材を使用する方針を策定

②新たな世界を生み出し
続ける革新的なまちづくり

・起業家やフリーランスの活動拠点「SAAI」を開設・運営
ーワーキングスペース拠点「SAAI」の運営に併せて、ベ

ンチャービジネス支援付サービスも提供
・NA

・ワーケーション施設の整備
ー「WORK × ation Site 軽井沢」等

・NA

③安全安心に配慮し災害
に対応する強靭でしなやか
なまちづくり

・新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえた防災訓練
の実施
ー帰宅困難者支援機能の実装、防災訓練の実施

（「大手町フィナンシャルシティ グランキューブ」）
・防災訓練の実施

注目KPI

⚫ 三菱地所株式会社は、重要テーマ（マテリアリティ）を掲げ、人権や防災対応に関する指標とその達成状況、まちづくり
の目標等を公表している。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として、人権に配慮した資材調達やワーケーション施設の整備、イノベーション推進に向けた
施設の運営等を行っている。

・人権への対応

・自然災害への備え

・地域経済の活性化

・多様な働き方と生産性
向上の実現

・持続可能性に配慮した調
達コード同等の木材（認証
材及び国産材）の利用比率

注目KPI

・帰宅困難者受入施設割合

青字：次ページに詳細を記載
社会課題重要テーマ（マテリアリティ）に対応した取組とアウトプット



事例 三菱地所株式会社②
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出典：三菱地所株式会社 統合報告書2021、サステナビリティレポート2021、
WORK×ation Site軽井沢 | 【公式】三菱地所のワーケーション ポータルサイトWORK×ation Site (mec.co.jp)

可変性の高いレイアウトや、
生産性向上に配慮した環
境を整備した
「WORK×abtion Site」。

“ワーケーション導入は、社
員の働き方の選択肢を広
げ、オフィス以外の環境で
仕事することによるリフレッ
シュ効果がある”と、利用
企業の声があがっている。

＜「WORK × ation Site 軽井沢」
：働き方の選択肢を広げる施設の整備＞

＜型枠コンクリートパネルにおける持続可能性
に配慮した木材の調達＞

建設資材である「型枠コンクリートパネル」に使用する木材の生産過程に
おける人権侵害（児童労働や先住民の土地収奪等）の問題に対応。

具体的には、「持続可能性に配慮した調達コード」にある木材（認証材並
びに国産材）と同等の木材を使用する方針を掲げ、2030年度までに利
用比率100%を目指している。

取組事例



事例 野村不動産株式会社①

9
出典：野村不動産ホールディングス サステナビリティサイト、野村不動産ホールディングス統合レポート2021

重点テーマ 取組事例 アウトプット（KPI・目標)

①安心・安全

・災害時の安心・安全の確保
ー防災訓練の実施、帰宅困難者等一時対応施

設として、新宿区と協定を締結（「新宿野村ビ
ル」）

・管理物件の防災訓練実施率

②コミュニティ

・運営・管理におけるコミュニティ活性化支援
ーエリアマネジメントの仕組み「ACTO」の導入、地

域貢献施設「まちのリビング」等の設置、工事現場
遊休部分を活用した地域交流拠点「吉日楽校」の
整備及び地域住民も含めた入居前交流会開催
(「プラウドシティ日吉」)
ー経営者交流会等、テナント企業交流会の開催

（「PMO」シリーズ)

・「ACTO」自主イベント数、社内外コラボ数
・分譲住宅における入居前交流会開催件数
・中規模オフィスブランドPMOにおけるテナント企
業交流会参加社数

③健康・快適

・高齢化・多様性への対応と健康支援
ー健康寿命の延伸を目指す健康増進型・賃貸シ

ニアレジデンス「オウカス」の開発
ー健康増進プログラムをフィットネスクラブ「メガロス」

と共同開発し、提供
ーCASBEEウェルネスオフィス認証の取得（「H¹O 

日本橋小舟町」）

・CASBEEウェルネスオフィス評価認証取得数

④人材 ・サプライヤーの安全確保により関係を強化 ・NA

⚫ 野村不動産株式会社は、重点テーマを掲げ、防災やコミュニティ、健康に関する目標と実績を公表している。
⚫ 具体的な個別不動産の取組として、コミュニティの活性化のためのエリアマネジメントや健康増進に資するシニア向け賃貸

住宅の整備等を行っている。

・人権への対応

注目KPI

注目KPI

・地域社会・コミュニティの
再生

・地域経済の活性化

・少子高齢化への対応

・健康な暮らしの実現

・快適で利便性の高い職
場・生活環境の実現

・自然災害への備え・帰宅困難者等一時受入施
設数等

・健康寿命の延伸を目指す健康増進
型・賃貸シニアレジデンスの開発実績

青字：次ページに詳細を記載
社会課題重点テーマに対応した取組とアウトプット



事例 野村不動産株式会社②
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出典：野村不動産ホールディングス サステナビリティサイト、ACTO HP、ACTO 日吉 エリアマネジメントプラン

ACTOでは、
①まちの共有部として運営拠点を開設
②まちをつなぐ人「エリアデザイナー」を配置
③エリアマネジメント組織を設立
④活動を紹介するサイトを開設し情報発信
⑤街びらき前から周辺地域との交流ネットワー
クを形成
の５つの取組を実施。

将来的には住民による運営を目指している。

健康寿命の延伸を目
指した健康増進型・賃
貸シニアレジデンス「オウ
カス」。
フィットネスクラブ「メガ
ロス」と連携して、運動・
医療・コミュニティ形成・
食事からなるウェルネス
プログラムを提供。

＜健康増進型シニア向け賃貸住宅
：高齢社会への対応と健康増進支援＞

＜ACTO：
コミュニティ活性化を支援するエリアマネジメント＞

活動拠点として、「プラウドシティ日吉」内の広場・緑地空間、さらにコミュニ
ティスペースとして「まちのリビング」「まちのワークスペース」「まちのスタジ
オ」を有する。

連携施設（コアパートナー）としてスポーツジム、コミュニティカフェ、保育園な

どを誘致し、その賃料をエリアマネジメントの活動費に充てている。

取組事例



事例 JR西日本不動産開発株式会社①
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CSR重点分野 取組事例 アウトプット（KPI・目標)

①地域共生

・回遊性を生み出すまちづくりへの寄与、子育て支援等
（歩道や駐輪場を整備、保育所、クリニック等の導入 ）
ー「VIERRA TOWN鴫野」オープン (JR鴫野駅高架

下および隣接地にて開発、2021年3月全面開業) 

・生物多様性に配慮した緑地・植生で、景観を形成・観
察会を実施
ー「ジェイグランディア府中向洋」にて周辺の生態系と調

和する緑地・植生を整備。また、環境教育プログラムとし
て、敷地内外での「いきもの観察会」を実施

出典： JR西日本グループ統合レポート2021,プレスリリース「分譲マンション『ジェイグランディア府中向洋』生物多様性への配慮を評価する『第9回ABINC認証』を取得」（2020年8月31日）

⚫ JR西日本グループでは、不動産事業に関わるCSR重点分野も掲げ、当該年度の取組を公表するとともに、目標として定
住人口・交流人口の拡大を定めている。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として、駅の高架下および隣接地を利用した回遊性を高める施設の整備や子育て支援等
資する施設の導入を行っている。

注目KPI

・少子・高齢化への対応

・健康な暮らしの実現

・移動しやすい環境づくり

・地域の魅力向上

・交流人口の拡大
・定住人口の拡大

青字：次ページに詳細を記載
社会課題CSR重点分野に対応した取組とアウトプット



事例 JR西日本不動産開発株式会社②

12出典： JR西日本グループ統合レポート2021,JR西日本不動産開発株式会社ニュースリリース、VIERRA TOWN鴫野 HP

大阪市認可保育園を設置。

「回遊性を生み出すまちづくり」の考え
のもと歩道や駐輪場を整備。

＜VIERRA TOWN鴫野：回遊性を生み出すまちづくりへの寄与、子育て支援＞

取組事例



事例 京阪電鉄不動産株式会社①

13
出典：KEIHAN GROUP CORPORATE REPORT 2021、ニュースリリース

マテリアリティ
（CSR重要テーマ）

取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

①地域社会の持続的
発展への貢献

・京町家条例に該当する京町家の再生・活用
ー企業と共同事業協定を締結し、一棟貸し宿泊施設をオープン

・地域活性化や地
域の課題解決、地
域とのコミュニケーショ
ン強化などに寄与す
る事業活動・社会
貢献活動のさらなる
推進

・住宅と病院の複合施設「ASMACI アスマチ 神戸新長田」の整
備（2023年1月竣工予定)
ー病院と連携したサービスをマンション住民に提供
ー新しい生活様式に対応した暮らしを提供 、ラウンジ内に設けた

居住者専用のコワーキングスペースでテレワークに対応
ー備品の整備から防災訓練、防災組織づくりまでを担う防災対策

プログラム「FINEBOX」を提供
ー敷地内広場を活用してイベント等を開催し、地域交流や賑わ

いを創出②「安全安心」などお客
さまに信頼される価値の
提供

⚫ 京阪グループは、不動産事業に関わるマテリアリティ（CSR重要テーマ）も掲げ、地域活性化や地域の課題、地域とのコ
ミュニケーション強化などに寄与する事業活動・社会貢献活動のさらなる推進を、定性的な目標として定めている。

⚫ 具体的な個別不動産の取組として、京町家再生（共同事業）や住宅と病院の複合施設の整備を行っている。

・地域の魅力向上

・健康な暮らしの実現

・自然災害への備え

・地域経済の活性化

・地域社会・コミュニティの
再生

青字：次ページに詳細を記載
社会課題マテリアリティ（CSR重要テーマ）に対応した取組とアウトプット



事例 京阪電鉄不動産株式会社②

14

京都市の京町家条例に該当する京町家が対象。
年間８棟の京町家の再生が目標。

出典：KEIHAN GROUP CORPORATE REPORT 2021、ニュースリリース「地域の活性と京町家の保存・再生に邁進 京町家再生共同事業 2 棟同時オープン」(2020/2/25)、
ニュースリリース「神戸市、新長田駅南再開発における震災復興 住宅と病院の複合施設「ASMACI神戸新長田」を着工」(2021/3/12) 、ASMACI神戸新長田HP

病院と連携し、医療・健康促進
に関するサポートを実施予定。

6 階～14 階
住宅、1 階～
5 階病院で構
成。
1 階敷地内
広場では、健
康増進や防
災等のイベン
トを開催予定。

＜京町家の再生・活用の推進＞ ＜ASMACI 神戸新長田
：住宅と病院との複合施設の整備＞

6 階以上が住宅、
1 階～5 階が病
院で構成。

敷地内広場では、
健康増進や防災
等のイベントを開
催予定。

取組事例



事例 東京建物株式会社①

15出典：東京建物グループ統合報告書2021、サステナビリティレポート2021、サステナビリティサイト

重要課題
（マテリアリティ）

取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

①安全・安心な社会への貢献

・「Hareza池袋」の整備・利活用
ー豊島区「国際アート・カルチャー都市づくり構想」に

則った複合商業施設の誘致・整備
ーエリアマネジメント団体を共同設立し、イベントス

ペースを運営するほか、文化イベント企画を開催
ー地域の防災拠点としての整備（帰宅困難者の受

け入れ、備蓄）

・NA

②国際都市東京の競争力強化
③コミュニティの形成・活性化
④顧客・社会の多様なニーズの実
現
⑤価値共創とイノベーション

・「シティラボ東京」の整備・運営支援
ー企業やスタートアップによるソリューションビジネスの

支援、金融機関やアクセラレーターによるサポート、新
たな知見やコミュニティの提供とプロジェクト創出の支
援、教育プログラムの開催(City Lab Program等)

・会員数（オンライン
含む）
・イベント開催数
・活動参加人数

・地域経済の活性化

・教育環境の充実

・地域の魅力向上

・地域社会・コミュニティの再生

・自然災害への備え

⚫ 東京建物株式会社は、重要課題（マテリアリティ）を掲げている。
⚫ 具体的な個別不動産の取組として、芸術文化や防災拠点整備やスタートアップやまちづくりの拠点を設置している。大規

模再開発事業については、さまざまな施設を整備し、複合的な社会価値を創出することを目的としているため、単一の
KPIは設定していない。その他の取組に対してはKPIを定めている。

青字：次ページに詳細を記載
社会課題重要課題（マテリアリティ）に対応した取組とアウトプット



事例 東京建物株式会社②

16出典：東京建物グループ統合報告書2021、サステナビリティレポート2021、Hareza池袋HP、シティラボ東京 HP

<Hareza池袋：文化イベントの運営・地域の防災拠点の整備>

<シティラボ東京：コワーキングスペースやイベントスペースの整備、様々なプログラムの実施>

会員向けにコワーキングスペースやイベントスペースを提供するほか、
イベントやマッチングを通して、ネットワーク形成の一助を担っている。

取組事例

「シティラボ東京」では、一般社団法人アーバニストに運営を委託し、
持続可能な都市・社会の形成に向けて、「東京のワクワクする未来を
考える」や「サステナブルまちづくり概論」などの教育プログラムを開催。
またシティラボ東京を拠点としたサステナベンチャー企業のコミュニティ
の設立を推進。

「Hareza池袋」内にある「中池袋公園」では、帰宅困難者の受け
入れに備え、水・食料、簡易トイレや毛布などの備蓄のほか、災害用
かまどベンチやマンホールトイレを整備。

協同設立したエリアマネジメント団
体が、文化イベント運営を実施。



事例 近鉄不動産株式会社

17
出典：近鉄グループ統合報告書2021,Studio-L HP, あべのハルカスHP

サスティナビリティの
重要テーマ

取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

①価値観の変化を先
取りした、くらしの創造

・テレワーク環境を整備した住まいの提供
（ 新築マンションでテレワークラウンジ等を設置）

・NA

②ネットワークの充実に
よる、元気なまちづくり

・あべのハルカス“縁活“プロジェクトを展開
ー「モノ・ヒト・コトが出会う『街のような場』へ」をコンセプトとするあべのハ

ルカス内の近鉄百貨店にて、市民活動団体が活動できる場「街ステー
ション」を4か所設置。

・NA

サスティナビリティの重要テーマに対応した取組とアウトプット

⚫ 近鉄グループは、不動産事業に係わるサスティナビリティの重要テーマも掲げている。
⚫ 具体的な個別不動産の取組として、テレワーク環境の整備や住民の交流・共創の場の提供等を行っている。

・地域社会・コミュニティの再
生

社会課題

取組事例 <縁活プロジェクトの展開>

店内4か所に市民活動団体が
活動できる「街ステーション」を
設置し、さまざまな活動を実施
することで、日常的に訪れる場
所になることを目指している。

・地域経済の活性化

青字：下記に詳細を記載



事例 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

18

取組事例

出典：CCC株式会社HP 企画、CCCニュースリリース「代官山 蔦屋書店に SHARE LOUNGEオープン」(2021/12/3)、代官山T-SITE HP、函館蔦屋書店HP

ミッション 取組事例
アウトプット

（KPI・目標)

カルチュア・イン
フラをつくっていく
カンパニー。

・「代官山 蔦屋書店」を中核とし、複数の専門店が散歩道でつながるライフスタイル提案
型施設「代官山T-SITE」を運営
ー「代官山 蔦屋書店」内に、ワーキングスペースも含めたSHARE LOUNGEの整備
ー多目的スペース DAIKANYAMA T-SITE GARDEN GALLERYの整備
ー多目的トイレ、授乳室の設置
ー小児科クリニックの併設
ー朝市、車趣味のコミュニティ、夏祭り、蚤の市、子供の店舗体験などの利用者のニーズ
に合わせたイベントの開催

・「函館 蔦屋書店」において、イベントスペースを整備するとともに、当該スペースを活用し
て、市民主体のコミュニティイベントや子供への読み聞かせイベントなどを実施

・NA

⚫ カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社は、企業ミッションに基づき、書籍や映画などの文化事業の活性化の一環とし
て、代官山T-SITEなどの施設を整備している。また、当該施設にて、地域に根差したコミュニティ活動などを行っている。

「代官山 蔦屋書店」では緑に囲まれた開放的なフロアをドロップイン（＝会員制ではなく一時利
用）形式のシェアラウンジにリニューアル。
・広々としてデスク、オンライン・オフライン会議に使用できる個室やカフェ・バーの設置。
・参加者のコミュニティが生まれるきっかけづくりとして、イベントスペースでのイベントを開催。

社会課題

・多様性・包摂性の実現

・少子・高齢化への対応

・健康な暮らしの実現

・多様な働き方と生産性
向上の実現

・地域社会・コミュニティの
再生

「函館 蔦屋書店」では、店内に趣向の異なるイ
ベントスペースを複数整備。キッズスペースでは
読み聞かせイベントを主催。

青字：下記に詳細を記載



（参考）調査対象各社の不動産関連認証取得状況

19出典：各社開示資料

# 分類 企業名

CASBEE
DBJ 

Green 
Building 
認証

WELL 
Building 
Standard

Fitwel GRESB

LEED

SITES ABINC
エコディス
トリクトウェルネス

オフィス
不動産

建築
(新築)

BD+C O+M ND

1.

不動産・
不動産
開発

東急不動産株式会社 〇 △* 〇 〇 〇 - 〇 - - 〇 〇 〇 -

2. 阪急阪神不動産株式会社 △* △* △* 〇 - - - △* △* △* - 〇 -

３. 三菱地所株式会社 〇* 〇* 〇 〇 - - 〇 〇* 〇* 〇* 〇 〇 -

4. 野村不動産株式会社 〇 △* △* 〇 - - - △* △* 〇 〇 〇 -

5.
JR西日本不動産開発
株式会社

〇 - 〇 - - - - - - - - 〇 -

6. 京阪電鉄不動産株式会社 - - - 〇 △ - - △ △ △ - 〇 -

7. 東京建物株式会社 〇 - 〇 〇 - - 〇 - - 〇 〇 〇 -

8. 近鉄不動産株式会社 - - - 〇 - - - - - - - 〇 -

9. 三井不動産株式会社 〇 - 〇 〇 - - 〇 - - 〇 〇 〇 -

10.
小売りの
商業施設

カルチュア・コンビニエンス・
クラブ株式会社

- - - - - - - - - - - - -

凡 例

〇：認証を取得している旨の開示あり（自己評価含む）
△：現状認証を取得していないが目標の開示あり
* ：CASBEEやLEEDの表記のみ、種類の区別なし


